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概要： 

建築研究所と国土技術政策総合研究所は火災実験結果や経験的知見を基に延焼シミュレーションプロ

グラムを共同開発した。延焼シミュレーションプログラムをパソコンで動かすと市街地火災が時々刻々と

広がる様子を予測することができる。延焼シミュレーションプログラムは年間平均風速に相当する 3～

4m/s の設定条件下で精度の良い予測結果を示すが、強風の設定では延焼速度が実際よりも遅くなる。強

風に乗って遠方に飛散する火の粉による飛火を考慮していないためである。 

本研究では、建築研究所の火災風洞で木材クリブを燃焼させ、有風下における火の粉の発生量を計測し

た。火の粉の飛散範囲、落下時着火の可能性については既往の研究を参照し、発生から飛散、着火に至る

一連のモデルを再構築した。以上のモデルを組み込むことで延焼シミュレーションプログラムを改良した。

延焼速度について過去の市街地火災と比較、検証した後、延焼シミュレーションプログラムを実市街地に

適用した。本研究において延焼シミュレーションプログラムに火の粉による飛火の影響を加味したことで、

木造密集地の火災性状予測と防火対策の事前評価の安全側の実施が可能になった。 
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１．はじめに 

 延焼シミュレーションプログラム 1)は、市街地火災が

時々刻々と広がる様子をパソコンで比較的容易に予測す

ることができる。住民の防災意識を高め、火災に強いま

ちづくりを実現するうえで有力なツールである（図1）。 
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図1 延焼シミュレーション（左図は実態調査結果） 

 

ただし、現バージョンにおいては、火の粉による飛火

の影響が考慮されていない。たとえば、関東大震災では、

合計153箇所から出火したが、その内の63箇所は飛火に

よるものであった 2)。強風下において大量の火の粉が飛

散する状況を想定したシミュレーションを可能にするた

め、延焼シミュレーションプログラムに火の粉による飛

火を組み込むことが必要である。 

本研究では、有風下における火の粉の発生量を計測し

た。火の粉の飛散範囲、落下時着火の可能性については

既往の研究を参照し、発生から飛散、着火に至る一連の

モデルを再構築し、延焼シミュレーションプログラムに

組み込んだ。 

 

２．火の粉の発生量解明のための実験 

 建築研究所火災風洞（図 2）で実験を行った。赤松で

組んだ木材クリブを燃焼させて火の粉を発生させ、風に

乗せて移流させた。CCD カメラで火の粉飛散の様子を撮

影し、映像記録を基に火の粉の発生量を把握した。風下

の3ヶ所に水を張ったパンを置き、パン内に堆積した火

の粉の個数と質量を計測した（図3）。 

 



図2 火災風

 

図3 実験概
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